
 

令和５年度 数学シラバス 

科目 数学Ⅰ・数学Ａ  単位 Ⅰ(3)，Ａ(2) 対象 １年 普通科 

目 

標 

 数 と式 ，図 形と 計 量， 2次関 数 ，デ ー タ の分 析， 場 合の 数 と 確率 ， 図 形 の性質 ，整 数 の 性 質に つい て理 解

さ せ， 基 礎的 な知 識 の 習得と 技 能 の習 熟 を図 り ， 事 象を 数 学 的 に考 察 する能 力 を培 い ， 数学の よさ を 認識

でき る よ う に する とと も に， それ ら を 活 用す る 態 度 を育 てる 。  

内 

 

容 

＜ 数 学 Ⅰ＞ 

 (1) 数 を実 数ま で拡 張 する 意 義 や 集合 に 関 する基 本 的な 概 念を 理 解で きる よ う にす る。  

 (2) 三角 比 の 意味 や そ の基 本 的な 性 質 につい て 理 解し ， 三 角比 を 用い た計 量 の考 え の 有用 性を 認 識 

   する と とも に ，そ れ ら を事 象 の考 察に 活 用す る 。 

 (3) ２ 次 関数 と その グ ラ フに つ い て 理解 し ， ２ 次関 数を 用 い て 数量 の 関係 や 変化を 表 現 する こ との 

   有用 性 を 認識 する と も に そ れ ら を 事象 の 考 察に活用 でき る よ う にする 。 

 (4) 統計 の 基 本的 な考 えを 理 解 する と と も に， そ れ を用 い て デー タ を整 理・ 分 析し 傾 向 を 把握 でき る よう に 

す る 。 

＜ 数 学 Ａ ＞ 

 (1) 場合 の 数 を求 め ると きの 基 本 的な 考 え 方や 確 率につ い て の理解 を 深め ， そ れ ら を 事 象 の考察 に 

   活用 で きる よ う に する 。  

 (2) 整数 の 性 質につい ての 理 解 を 深め ， そ れ らを 事象 の考 察 に活 用で き るよ うに す る。  

 (3) 平面 図 形や 空 間図 形の 性 質 に つい て 理 解を 深め そ れ ら を 事 象の考 察 に活 用で き るよ う に する 。 

＜ 学 習 の ワン ポ イン トア ド バイ ス ＞ 

 (1) 勉強 は 教 科 書 を中 心に 行 い， 「 解 放と 演習  チ ャー ト 式  数 学Ⅰ ＋ A(数 研出版 )」な ど の問 題 集で 復習 をす る 。 

 (2) 計算 力は 問 題 を解 く こ と で身 に つ く ので， 多 く の 問題 を 正 確 にか つ 迅速 に 解 く練 習 を する 。 

 (3) 授業 の 予 習復 習は 必要 で ある が， 時 間が 取 れな い とき は 復習 だけ でも 行 うこ と 。 

 (4) 計算 過 程は ノ ー トに しっ か りと り ， まち がえ たと こと は す ぐ に 消さ ず そ の 原因 を考 え るこ と 。  

＜ 使 用 する 教科 書・ 教材 等＞  

 (1) 教科 書： 数 研出 版 「高 等 学 校  数学 Ⅰ」  「高 等学 校  数 学 Ａ」  

 (2) 補助 教 材： 数研 出 版 「 解 放と 演習  チ ャー ト 式  数 学 Ⅰ ＋A(数研 出 版)」  

＜ 評 価 の 観点 ＞ 

１ ．  数 学 Ⅰ 

[知 識・ 技 能] 

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

[思 考・ 判 断・ 表 現 力 ] 

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図

形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に

関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を

選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする。 

[主 体 的 に学 習 に取 り 組 む態 度 ] 



 

 
 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度。 

２ ．数 学 Ａ 

[知 識・ 技 能]  

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について

認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

[思 考・ 判 断・ 表 現 力 ]  

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基

づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する。 

[主 体 的 に学 習 に取 り 組 む態 度 ]  

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度。 

＜ 評 価 の 方法 ＞ 

 次 の (1)～ (4)を上 記 ＜評 価の観 点 ＞ に照 ら し 合わ せ、 総 合 的 に判断 し 評価 する 。 

 (1) 単元 テ ス ト， 定 期考 査， 実 力テス ト ， その 他 の小テス ト の結果 。 

 (2) 授業 中 の 内容 が理解でき てい る か， 積極 的 に取り組 んで いる か 。 

 (3) 宿題 や 日々 課 題等 がき ち ん と 提 出さ れ て いる か 。 

 (4) 遅刻 ・ 欠 課 等勤 怠 状況 ， 日々 の 授 業態 度 等。  

＜ 進 路と の 関わ り＞ 

 (1) 琉球大学の大学入学共通テスト科目では，「数学Ⅰ」または「数学ⅠＡ」は全学部で必須科目である。 

 (2) 琉球 大 学 の２ 次試 験で は ， 教育 学 部 の一 部， 医学 部 全 学科 ， 理学 部 全学 科， 工 学部全 学 科， 農学 部 全学  

   科で 必須 科 目で ある。  

 (3) 県内 外 の 多 く の国 公立 大 学・ 私 立大 学 にお い て， 入 学試 験 科 目に 指 定され てい る 。 


